































































東京大学名誉教授・客員研究員　荒 牧 重 雄
箱根から見た富士山
と領土問題で論争中の北方四島に１０
個の「活火山」があるので、現在日本
国民が自由に訪れることが可能な「活
火山」は７６個になります。
4　 ここでおわかりのように、２０
　００年という数字は人間が勝手に決
めたもので、火山学的な意味はありま
せん。何しろ火山の一生は数万年から
数十万年ですから、１０００年くらい
の違いが大したものではないことは明
らかです。
　最近では、２０００年の過去までさ
かのぼるだけでは十分ではない…とい
う意見が出てきました。例えば、いっ
そ１万年前まで噴火の記録をさかのぼ
れば、将来の火山災害に対して、より
効果的にそなえることが出来るだろう
…という考えです。
　もし１万年前までさかのぼると、日
本の活火山の数は１００を少し越える
かも知れません。
　こういうわけで、「日本の活火山は
９０から１００くらい」という、やや
あいまいな言い方になるのです。あい
まいな表現が必ずしも真実から遠いこ
とにはなりません。むしろ、正しく理
解しないで機械的に数字を暗記するこ
との方がよくないと私は思います。
　みなさんどう思いますか？
